16. Building a phrase

○　目的：語順を考えて句を作ることができる。
○　対象：小学校4年生
○　語彙：bad, little, brave, cute, clever, delicious, strong, big, kind, demons, baby, dog, monkey, pheasant, dumplings, boy, peach, couple
○　準備：『桃太郎』の場面絵、単語カード、形容詞と名詞の単語カード
　　　　　
＜タスクの進め方＞
○　Pre-task
　１．場面絵を使い、話のあらすじを簡単に説明する。
　２．単語カードを使って単語の練習をする。

○　Task 
　１．神経衰弱と同じようにゲームを行う。
　２．４人１組ぐらいのグループに分ける。
　３．机の上に形容詞と名詞のカードを裏返しにして２カ所にかためて置く。
　４．児童は、形容詞と名詞のカードをそれぞれめくっていき、カードに書かれているものを読む。
　５．正しい順番で並び替えて言えたらカードをもらうことができる。
　　　ただし、形容詞と名詞が一致しないものではもらえない。
　６．児童は、自分のとったカードでできた句を読んで復習する。
　７．最後に一番多くカードを持っていた児童の勝ちとなる。

＜ワンポイント・アドバイス＞
　形容詞と名詞が一致しているか、正しい順番で読めているかをグループ内で判断させる。
　ここでは『桃太郎』を題材にしたが、児童の知っているものを選ぶとよい。
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